
 

 

 

第８期 出雲市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の策定について 

 

 令和２年(2020)１２月議会において報告しました本計画（案）について、その後、

パブリックコメントを実施しましたので、下記のとおり報告します。 

なお、本計画書については、令和３年１月２８日の介護保険運営協議会において承

認されました。 

 

記 

 

１．パブリックコメント募集期間等 

(1) パブリックコメント期間 

令和２年(2020)１２月１１日（金）から令和３年(2021)１月１２日（火）まで 

(2) 周知方法   市ホームページ   閲覧件数 １，０１３件 

 

２．パブリックコメント実施結果 （別紙 参考 のとおり） 

(1) 提出者数・意見数   提出者数 ２名 （意見数 ８件） 

 

(2) 意見の内訳 

項    目 件 数 

第３章 計画の基本的な考え方 １ 

第５章 健康寿命の延伸・生きがいづくりの推進 ２ 

第 7章 介護サービス基盤の整備 ５ 

合      計 ８ 

 

(3) 意見を踏まえた計画書の変更 

意見内容（要約） 変更箇所：下線部を追記する 

中山間地域等は、医療･介護資源、公共

交通、買い物等の生活資源が乏しく、人

口減少や就労形態の変化で地域を支える

人材も少なくなっている。資源が豊富な

地域と同一の視点に立って行動計画を論

ずることは無理がある。 

 中山間地域という切り口を入れた行動

目標を作っていただきたい。 

計画書 28ページ 

第３章 計画の基本的な考え方 

２具体的な行動目標 

(1)地域包括ケアを支える機能の強化 

今後、地域包括ケアを深化していくた

めには、地域の特性に応じたネットワー

クの構築と、地域の資源の状況も踏まえ

つつ地域課題を的確に把握し解決してい

く取組が重要になります。 

 

全 員 協 議 会 資 料 

令 和 ３ 年 ( 2 0 2 1 ) ３ 月 １ ５ 日 

健康福祉部高齢者福祉課・医療介護連携課

課 

資料 福２ 
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第
８

期
出

雲
市

高
齢

者
福

祉
計

画
・
介

護
保

険
事

業
計

画
（
案

）
へ

の
ご

意
見

（
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

）
一

覧

意
見

番
号

項
目

小
項

目
項

目
番

号
意

見
内

容
市

の
考

え
方

該
当

頁

2
第

５
章

 健
康

寿
命

の
延

伸
・生

き
が

い
づ

く
り

の
推

進

1　
健

康
づ

く
り

・介
護

予
防

の
推

進
1

「高
齢

者
の

保
健

事
業

と
介

護
予

防
の

一
体

的
実

施
」の

取
組

に
つ

い
て

　
「高

齢
者

の
保

健
事

業
と

介
護

予
防

の
一

体
的

実
施

」の
取

組
を

進
め

る
に

あ
た

り
、

市
で

一
括

把
握

さ
れ

た
、

一
人

ひ
と

り
の

医
療

デ
ー

タ
、

介
護

デ
ー

タ
等

の
個

人
情

報
は

、
医

師
会

な
ど

市
役

所
外

へ
提

供
す

る
こ

と
は

も
と

よ
り

市
役

所
内

で
あ

っ
て

も
閲

覧
し

、
使

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
職

員
を

特
定

す
る

な
ど

厳
密

に
取

り
扱

う
仕

組
み

を
作

っ
て

い
た

だ
き

た
い

。

　 　
市

が
保

有
す

る
個

人
情

報
に

つ
い

て
は

、
出

雲
市

個
人

情
報

保
護

条
例

に
お

い
て

、
個

人
情

報
の

適
正

管
理

、
利

用
及

び
提

供
の

制
限

等
に

関
し

て
必

要
な

事
項

が
定

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

　
さ

ら
に

、
「
高

齢
者

の
保

健
事

業
と

介
護

予
防

の
一

体
的

実
施

」
に

つ
い

て
は

、
高

齢
者

の
医

療
の

確
保

に
関

す
る

法
律

（
昭

和
5
7
年

法
律

第
8
0
号

）
に

よ
り

、
そ

の
実

施
に

あ
た

り
、

市
の

基
本

方
針

を
定

め
る

こ
と

と
さ

れ
て

お
り

、
本

事
業

の
個

人
情

報
の

取
扱

い
に

関
し

て
は

、
庁

内
で

の
情

報
連

携
や

共
有

の
方

法
等

を
定

め
、

厳
密

な
取

扱
い

を
行

う
こ

と
と

な
り

ま
す

。
　

ま
た

、
健

康
診

査
の

結
果

、
医

療
レ

セ
プ

ト
、

介
護

デ
ー

タ
及

び
「
通

い
の

場
」
で

の
心

身
機

能
の

評
価

結
果

や
、

健
康

状
態

の
デ

ー
タ

等
の

個
人

情
報

を
も

と
に

、
か

か
り

つ
け

医
等

と
の

連
携

が
必

要
な

際
に

は
、

本
人

が
直

接
、

あ
る

い
は

本
人

の
承

諾
を

得
た

上
で

、
支

援
を

担
当

す
る

市
の

専
門

職
が

情
報

の
提

供
を

す
る

こ
と

と
な

り
ま

す
。

P
4
5

P
3

P
2
8

P
3
2

1
第

３
章

 計
画

の
基

本
的

な
考

え
方

２
　

具
体

的
な

行
動

目
標

1

(趣
旨

)
　

高
齢

者
福

祉
計

画
に

お
い

て
は

、
人

口
の

減
少

が
著

し
く
、

高
齢

化
率

が
高

い
地

域
（以

下
「中

山
間

地
域

等
」と

い
う

。
）と

そ
れ

以
外

の
地

域
と

を
わ

け
、

中
山

間
地

域
と

い
う

切
り

口
を

入
れ

た
行

動
目

標
を

作
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

(説
明

)
　

第
１

章
１

（２
）出

雲
市

の
社

会
情

勢
に

お
い

て
、

出
雲

市
の

特
徴

は
次

の
と

お
り

と
さ

れ
、

「高
齢

者
に

対
す

る
支

援
策

に
つ

い
て

は
、

地
域

に
よ

っ
て

異
な

る
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

多
様

な
方

向
性

を
念

頭
に

お
い

て
進

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
」と

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

・特
徴

１
　

医
療

介
護

の
資

源
は

比
較

的
豊

富
に

あ
る

が
、

地
域

に
よ

っ
て

偏
在

し
て

い
る

。
・特

徴
２

　
公

共
交

通
機

関
・生

活
関

連
資

源
・住

民
同

士
の

助
け

合
い

意
識

等
に

お
い

て
も

地
域

に
よ

り
異

な
る

状
況

が
見

ら
れ

る
。

・特
徴

３
　

生
活

に
お

け
る

困
り

ご
と

も
地

域
に

よ
っ

て
様

々
で

あ
る

。
・特

徴
４

　
外

国
人

の
高

齢
者

が
増

加
す

る
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
。

第
３

章
１

　
計

画
の

目
標

及
び

行
動

指
針

に
お

い
て

、
目

標
は

「高
齢

者
が

住
み

慣
れ

た
地

域
で

、
安

心
し

て
自

分
ら

し
い

生
活

が
継

続
で

き
る

こ
と

」と
さ

れ
、

行
動

指
針

の
１

点
目

「高
齢

者
の

自
立

を
支

え
る

」の
中

で
「高

齢
者

が
住

み
慣

れ
た

地
域

で
安

心
し

て
暮

ら
し

続
け

ら
れ

る
よ

う
、

生
活

機
能

の
自

立
を

支
援

し
て

い
く
と

と
も

に
・・

」と
あ

り
ま

す
。

　
そ

こ
で

、
計

画
に

お
い

て
高

齢
者

が
自

立
し

て
生

活
す

る
た

め
の

行
動

目
標

を
設

定
す

る
上

で
、

中
山

間
地

域
等

に
お

い
て

は
、

医
療

・介
護

資
源

、
公

共
交

通
、

買
い

物
等

の
生

活
資

源
が

乏
し

く
、

ま
た

、
人

口
の

減
少

や
就

労
形

態
の

変
化

で
地

域
を

支
え

る
人

材
が

少
な

く
な

り
、

今
後

も
こ

の
傾

向
が

続
く
と

予
想

さ
れ

る
た

め
、

こ
れ

ら
の

資
源

が
豊

富
な

地
域

と
同

一
の

視
点

に
立

っ
て

行
動

計
画

を
論

ず
る

こ
と

は
無

理
が

あ
る

と
思

わ
れ

ま
す

。
具

体
的

な
行

動
目

標
は

他
の

地
域

と
分

け
て

、
中

山
間

地
域

等
の

実
情

を
加

味
し

た
中

山
間

地
域

等
の

も
の

を
設

定
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

　 　
計

画
の

目
標

及
び

行
動

指
針

は
、

地
域

に
関

わ
ら

ず
市

全
体

に
共

通
す

る
目

標
及

び
行

動
指

針
と

し
て

掲
げ

て
い

る
も

の
で

す
。

　
一

方
、

具
体

的
な

行
動

目
標

に
掲

げ
る

各
種

事
業

に
つ

い
て

は
、

概
ね

中
学

校
区

で
あ

る
日

常
生

活
圏

域
単

位
や

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

単
位

な
ど

施
策

項
目

別
に

適
し

た
範

囲
を

設
定

し
て

い
る

こ
と

や
、

特
に

、
地

域
ケ

ア
会

議
の

活
用

で
は

地
域

課
題

の
把

握
と

解
決

へ
の

取
組

推
進

に
重

点
を

置
く
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

　
い

た
だ

い
た

ご
意

見
は

、
市

と
し

て
も

そ
れ

ら
各

種
事

業
を

実
施

し
て

い
く
に

あ
た

り
重

要
な

視
点

と
考

え
て

お
り

、
ご

意
見

を
踏

ま
え

、
行

動
目

標
（
１

）
の

第
１

段
落

を
「今

後
、

地
域

包
括

ケ
ア

を
深

化
さ

せ
て

い
く
た

め
に

は
、

地
域

の
特

性
に

応
じ

た
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

と
、

地
域

の
資

源
の

状
況

も
踏

ま
え

つ
つ

地
域

課
題

を
的

確
に

把
握

し
解

決
し

て
い

く
取

組
が

重
要

に
な

り
ま

す
。

」
の

と
お

り
下

線
部

を
加

え
ま

す
。

参
考
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意
見

番
号

項
目

小
項

目
項

目
番

号
意

見
内

容
市

の
考

え
方

該
当

頁

3
第

５
章

 健
康

寿
命

の
延

伸
・生

き
が

い
づ

く
り

の
推

進

２
 在

宅
生

活
を

支
え

る
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

1

ア
 高

齢
者

福
祉

タ
ク

シ
ー

　
中

山
間

地
域

等
の

運
転

が
で

き
る

者
が

い
な

い
高

齢
者

世
帯

は
、

通
院

や
生

活
用

品
の

調
達

が
困

難
に

な
る

世
帯

も
多

い
。

こ
の

世
帯

が
利

用
す

る
公

共
交

通
に

つ
い

て
は

、
高

齢
者

福
祉

の
観

点
か

ら
取

り
組

ん
で

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

　
高

齢
者

福
祉

タ
ク

シ
ー

は
、

高
齢

者
ひ

と
り

暮
ら

し
の

世
帯

に
限

ら
ず

、
運

転
が

で
き

な
い

世
帯

は
複

数
の

高
齢

者
が

い
て

も
状

況
は

同
じ

で
す

。
駅

や
バ

ス
停

か
ら

の
距

離
も

問
題

で
す

が
、

利
用

で
き

る
公

共
交

通
の

便
数

（週
２

回
な

ど
）も

大
き

く
関

係
す

る
と

思
わ

れ
ま

す
。

　
外

出
支

援
事

業
と

の
整

合
性

に
つ

い
て

は
、

佐
田

地
区

と
斐

川
地

区
で

は
制

度
設

計
が

違
い

、
利

便
性

も
ま

っ
た

く
違

う
の

で
、

同
列

に
扱

う
こ

と
は

無
理

と
思

い
ま

す
が

、
あ

え
て

排
除

す
る

こ
と

な
く
、

両
方

の
制

度
を

利
用

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
た

だ
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

　
ま

た
、

適
用

除
外

要
件

と
し

て
住

民
税

非
課

税
世

帯
が

あ
り

ま
す

が
、

所
得

割
が

課
税

さ
れ

る
世

帯
は

別
と

し
て

均
等

割
の

み
が

課
税

さ
れ

る
世

帯
と

非
課

税
世

帯
で

は
あ

ま
り

差
が

無
い

よ
う

に
思

わ
れ

ま
す

。
自

治
会

費
や

固
定

資
産

税
、

テ
レ

ビ
視

聴
料

そ
の

他
生

活
す

る
上

で
の

固
定

費
は

世
帯

人
数

が
少

な
い

ほ
ど

負
担

割
合

が
大

き
く
な

り
ま

す
。

そ
の

点
を

加
味

し
て

い
た

だ
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

（こ
の

点
、

イ
緊

急
通

報
装

置
設

置
補

助
、

ウ
高

齢
者

日
常

生
活

用
具

給
付

も
同

じ
）

　 　
高

齢
者

福
祉

タ
ク

シ
ー

の
対

象
は

、
ひ

と
り

暮
ら

し
の

高
齢

者
世

帯
だ

け
で

は
な

く
、

7
0
歳

以
上

の
高

齢
者

の
み

の
世

帯
も

対
象

と
し

て
お

り
、

自
家

用
車

を
所

有
し

て
い

な
い

こ
と

、
自

宅
か

ら
最

寄
り

の
バ

ス
停

ま
で

5
0
0
メ

ー
ト

ル
以

上
の

距
離

が
あ

る
こ

と
、

住
民

税
非

課
税

で
あ

る
こ

と
な

ど
一

定
の

要
件

を
設

け
た

う
え

で
、

高
齢

者
の

外
出

支
援

を
行

っ
て

い
ま

す
。

　
ま

た
、

高
齢

者
福

祉
タ

ク
シ

ー
と

斐
川

地
域

の
外

出
支

援
事

業
と

の
兼

ね
合

い
に

つ
い

て
は

、
高

齢
者

福
祉

タ
ク

シ
ー

事
業

開
始

の
際

に
、

佐
田

・
多

伎
・
斐

川
地

域
に

お
い

て
は

外
出

支
援

事
業

を
選

択
さ

れ
た

も
の

で
あ

り
ま

す
。

　
な

お
、

高
齢

者
福

祉
タ

ク
シ

ー
事

業
に

つ
い

て
は

、
計

画
中

に
も

記
載

し
て

お
り

ま
す

と
お

り
、

条
件

等
に

つ
い

て
検

討
を

行
っ

て
い

く
考

え
で

す
。

P
5
2

4
第

７
章

 介
護

サ
ー

ビ
ス

基
盤

の
整

備
１

 サ
ー

ビ
ス

種
類

別
事

業
費

の
推

計
1

訪
問

入
浴

に
つ

い
て

　
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

の
ア

ン
ケ

ー
ト

の
中

で
も

足
り

な
い

と
言

う
意

見
が

多
か

っ
た

と
お

伺
い

い
た

し
ま

し
た

が
、

整
備

す
る

予
定

は
あ

る
の

で
し

ょ
う

か
？

出
雲

市
は

撤
退

す
る

事
業

所
が

多
く
、

利
用

者
様

か
ら

の
ニ

ー
ズ

に
こ

た
え

ら
れ

な
い

事
が

あ
り

ま
す

。

　 　
本

市
が

市
内

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
を

対
象

に
実

施
し

た
「
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

過
不

足
状

況
調

査
（
令

和
元

年
度

）
」
に

お
い

て
、

市
内

で
最

も
不

足
し

て
い

る
と

回
答

が
多

か
っ

た
サ

ー
ビ

ス
が

訪
問

入
浴

介
護

で
し

た
。

　
近

年
、

介
護

人
材

不
足

や
経

営
的

な
理

由
に

よ
り

、
全

国
的

に
訪

問
入

浴
介

護
事

業
所

が
減

少
し

て
お

り
、

市
内

に
お

い
て

も
３

事
業

所
と

な
っ

て
い

ま
す

。
　

訪
問

入
浴

介
護

は
、

通
所

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
が

困
難

な
利

用
者

の
身

体
の

清
潔

保
持

と
心

身
機

能
の

維
持

等
を

図
る

た
め

、
主

に
中

重
度

者
の

在
宅

で
の

生
活

を
支

え
る

必
要

な
サ

ー
ビ

ス
で

あ
り

、
市

内
に

お
い

て
も

さ
ら

な
る

提
供

体
制

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

　
本

市
と

し
て

は
、

訪
問

入
浴

介
護

を
含

め
市

内
で

不
足

し
て

い
る

サ
ー

ビ
ス

へ
の

事
業

所
参

入
を

促
進

す
る

よ
う

検
討

し
て

い
き

ま
す

。

P
7
4

5
第

７
章

 介
護

サ
ー

ビ
ス

基
盤

の
整

備
２

 介
護

サ
ー

ビ
ス

の
基

盤
整

備
目

標
1

施
設

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

　
有

料
老

人
ホ

ー
ム

等
の

増
加

が
見

込
ま

れ
る

と
の

事
で

介
護

老
人

福
祉

施
設

は
整

備
を

行
わ

な
い

と
の

事
で

す
が

、
経

済
的

弱
者

の
方

で
す

と
有

料
老

人
ホ

ー
ム

の
入

所
は

か
な

り
ハ

ー
ド

ル
が

高
い

と
考

え
ま

す
が

、
そ

の
点

は
ど

の
よ

う
な

見
解

で
し

ょ
う

か
？

　 　
市

内
で

は
、

こ
れ

ま
で

、
介

護
老

人
福

祉
施

設
等

の
施

設
サ

ー
ビ

ス
の

ほ
か

、
認

知
症

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
等

の
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

の
基

盤
整

備
を

計
画

的
に

進
め

て
お

り
、

ま
た

本
計

画
中

に
は

、
新

た
に

介
護

医
療

院
を

整
備

す
る

な
ど

、
被

保
険

者
の

経
済

的
な

事
情

や
、

要
介

護
度

に
対

応
し

た
各

種
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

を
図

っ
て

い
ま

す
。

　
現

状
に

お
い

て
、

介
護

老
人

福
祉

施
設

の
入

所
申

込
者

は
、

他
の

施
設

サ
ー

ビ
ス

や
在

宅
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

に
よ

り
、

生
活

の
維

持
が

図
ら

れ
て

い
る

こ
と

や
、

多
様

な
介

護
ニ

ー
ズ

の
受

け
皿

と
な

る
有

料
老

人
ホ

ー
ム

等
の

増
加

が
今

後
も

見
込

め
る

こ
と

、
介

護
老

人
福

祉
施

設
は

市
外

施
設

の
利

用
も

可
能

で
あ

る
こ

と
な

ど
か

ら
、

本
計

画
中

に
お

い
て

は
、

介
護

老
人

福
祉

施
設

の
整

備
は

行
わ

な
い

考
え

で
す

が
、

被
保

険
者

の
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
の

基
盤

整
備

を
重

点
的

に
行

っ
て

い
く
考

え
で

す
。

P
8
8
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意
見

番
号

項
目

小
項

目
項

目
番

号
意

見
内

容
市

の
考

え
方

該
当

頁

6
第

７
章

 介
護

サ
ー

ビ
ス

基
盤

の
整

備
３

 介
護

人
材

の
確

保
・定

着
に

係
る

施
策

の
推

進
1

介
護

人
材

の
確

保
・定

着
に

係
る

施
策

の
推

進
に

つ
い

て
　

介
護

人
材

が
不

足
す

る
事

が
課

題
だ

と
思

い
ま

す
が

、
県

外
か

ら
の

移
住

の
呼

び
込

み
等

は
ご

検
討

さ
れ

て
い

ま
す

で
し

ょ
う

か
？

　
本

市
の

定
住

施
策

と
し

て
は

、
定

住
支

援
の

た
め

の
情

報
発

信
や

各
種

相
談

支
援

を
行

い
、

本
市

へ
の

定
住

及
び

U
Iタ

ー
ン

の
促

進
を

図
る

と
と

も
に

、
移

住
者

が
就

職
し

た
場

合
に

支
援

金
を

支
給

す
る

事
業

等
に

よ
り

、
定

住
促

進
を

図
る

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。
　

介
護

分
野

に
お

い
て

は
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

IZ
U

M
O

 K
A

IG
O

 L
IV

E
!や

S
N

S
を

活
用

し
て

、
介

護
の

魅
力

を
情

報
発

信
し

て
い

ま
す

。
介

護
業

界
全

体
の

イ
メ

ー
ジ

ア
ッ

プ
を

図
る

な
ど

し
て

、
介

護
職

場
へ

の
就

業
促

進
に

繋
が

る
よ

う
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

P
9
4

7
第

７
章

 介
護

サ
ー

ビ
ス

基
盤

の
整

備
５

　
出

雲
市

独
自

の
サ

ー
ビ

ス
1

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
で

の
短

期
入

所
に

つ
い

て
　

部
屋

代
や

食
事

代
の

助
成

が
適

用
さ

れ
な

い
為

、
経

済
的

に
厳

し
い

方
が

利
用

で
き

な
い

場
合

が
あ

り
ま

す
。

次
回

の
改

正
で

緊
急

時
の

宿
泊

ニ
ー

ズ
の

対
応

の
充

実
が

検
討

さ
れ

て
い

る
事

も
あ

り
、

助
成

の
検

討
を

し
て

い
た

だ
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

　
認

知
症

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
に

お
け

る
短

期
利

用
共

同
生

活
介

護
は

、
事

業
所

の
定

員
の

範
囲

内
で

空
い

て
い

る
居

室
等

を
利

用
し

て
行

わ
れ

る
ほ

か
、

緊
急

時
の

宿
泊

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

た
め

、
事

業
所

ご
と

に
１

人
ま

で
利

用
定

員
を

超
え

て
利

用
で

き
る

サ
ー

ビ
ス

で
す

。
　

市
内

に
お

い
て

も
本

サ
ー

ビ
ス

を
行

っ
て

い
る

認
知

症
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

は
あ

り
ま

す
が

、
利

用
さ

れ
る

場
合

は
、

介
護

老
人

福
祉

施
設

で
行

わ
れ

る
短

期
入

所
生

活
介

護
と

同
様

に
、

利
用

料
の

ほ
か

部
屋

代
及

び
食

費
の

負
担

が
必

要
と

な
り

ま
す

。
　

本
市

で
は

、
他

の
居

宅
サ

ー
ビ

ス
と

同
様

に
扱

う
こ

と
と

し
て

お
り

、
認

知
症

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
の

短
期

利
用

者
の

み
部

屋
代

等
を

助
成

す
る

考
え

は
あ

り
ま

せ
ん

。

P
1
0
4

8
第

７
章

 介
護

サ
ー

ビ
ス

基
盤

の
整

備
５

　
出

雲
市

独
自

の
サ

ー
ビ

ス
2

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
事

業
所

に
つ

い
て

　
部

屋
代

や
食

費
代

の
助

成
が

な
い

為
、

小
規

模
多

機
能

へ
移

行
す

る
に

躊
躇

し
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

　
（
看

護
）
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
さ

れ
て

い
る

方
で

、
長

期
間

、
宿

泊
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

さ
れ

る
場

合
は

、
部

屋
代

や
食

事
代

の
負

担
が

相
当

大
き

い
も

の
と

な
り

ま
す

。
　

し
か

し
な

が
ら

、
現

行
の

介
護

保
険

制
度

に
お

い
て

は
、

（
看

護
）
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

事
業

所
の

部
屋

代
等

へ
の

助
成

制
度

が
な

い
こ

と
か

ら
、

市
の

独
自

サ
ー

ビ
ス

と
し

て
市

単
独

で
財

源
を

確
保

し
て

実
施

す
る

こ
と

は
、

困
難

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。

P
1
0
4
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